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それを手がかりとして伏流水，旧河道，地下水位，泥炭「

地などの判定が可能であり，その判読例は新潟平野・富

山平野などにある。

　地形探査では，風化侵食に対する抵抗性は地表の起伏

に，雨水の浸透性は谷密度に，割れ目の方位は水系模様，

に表現されるので，岩石がほぼ一様な地域では，、かなり

定量的にこれらのことがらが判定できる。その判読例と

して，領家帯，中央構造線，三波川帯，丹波山地や宮津・

地方の花闘岩地帯では判読要素の比較による，定量判読

の可能性がある。

　人文現象，たどえば土地利用が密接に地質と結びつい

ている箇所では，逆にその法則性を知ることによって，、

地すべり地区の判定，湧水帯，自然堤防などの発見がで

きるが，その土地の歴史を充分に把握せねば，判断に大

きな誤りを生ずる。

　表層に関する問題は，風化度・破砕帯・透水帯・軟弱

地盤を発見し，その性格を知ることに要約されるが，あ

る地域の地質が，たとえば基盤岩体が床く露出し，現在

は侵食のみが差別的に働いていることなどがわかれ塵，

写真のうえでいろいろの測定を行なって，．性格を判定す

ることができる。ただし，どのような方法が適当である

かは，その土地の地質をよく知り，関係要素を選びださ

ねばならない。　　　　　　　　　　　　　　（地質部）
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